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【船舶海洋システム工学コースの教育目的】 

 狭い国土を海洋に囲まれた我が国の将来の発展は，交通運輸・生活空間確保および資源調達に際

して海洋の有効利用を抜きにしては考えられません。交通運輸に関しては，既存の海上交通手段の

みでなく，飽和した陸上交通の補完およびウォーターフロント再開発に伴う新アクセス手段として，

沿岸航行を主とした新しい海陸総合交通システムが有効です。一方，空間確保の面では，浮体空港・

海上発電所などの作業空間，あるいは客船・総合海洋レジャーランドなどの快適空間の創出などが

具体化しています。また，海中資源の探査または採掘に伴う海中運搬技術・機器運航制御技術など

の周辺技術も不可欠であり，21 世紀にかけてこの方面の開発が強く望まれています。このように，

近年，空間のより広い利用 を目指した海洋の利用がクローズアップされ，そのための技術開発の要

求が急速に高まってきています。  

船舶海洋システム工学コースは，以上のような社会の要請に応えるため海洋のもつ交通・輸送機

能，生物資源や鉱物資源の生産機能，居住や備蓄のための空間機能などの社会的・経済的に有用な

機能を発展的に活用する教育・研究を行うためのコースであり，世界の造船技術の継承発展を図る

とともに，新しい海洋利用産業の時代を担い得る広い視野をもった研究者と技術者を育成すること

を目的としています。 

 

【船舶海洋システム工学コースの学習・教育目標】 

船舶海洋システム工学コースは，下記 (A)～(I) の 9 つの学習・教育目標を設定しています。 

I 全地球的視点から海と人の関わりを考える能力とその素養 

(A) 人文社会および自然科学ならびにこれらに関わる技術の基礎知識を修得するとともに，地球

環境問題と海洋利用のあり方を考える素養を身に付ける。 

(B) 秀でた社会性と豊かな人間性を有する技術者たることを目指し，技術者が社会に対して負う

責任を自覚し，倫理観を身に付ける。さらに，自主的に継続して新しい知識を獲得する姿勢

を持ち続ける。 

(C) 国際的に通用する語学能力の基礎を修得するとともに，異文化に対する理解を深める。 

II“船舶海洋工学”を支える理論と技術の修得 

(D) 数学，力学（材料，構造および流体力学等の応用力学を含む）および船舶や海洋に関する分野

固有の理論や技術を理解し，これらを実問題に応用できる能力を修得する。 

(E) コンピュータを用いた実験データ処理や理論解析，インターネットを利用した通信や情報収

集に必要な情報処理技術を身に付ける。 

(F) 実験等を計画・遂行し，結果の解析を通じて物理現象を工学的に考察する能力を身に付ける。 

III 船舶海洋システムの計画・設計を行う能力 

(G) 海洋利用技術の計画・設計に必要なシステム工学の素養を身に付ける。 

(H) 与えられた課題に対して自ら解決の方法を考えて遂行する能力および自発的に未知の課題を

発掘する能力を修得する。 

(I) 他者と協調して仕事を進めるために必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーショ

ン能力，ならびにリーダーシップを発揮して仕事を取りまとめるマネージメント能力を身に

付ける。 
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【船舶海洋システム工学コースの履修内規】 

 

専攻教育科目の履修 

九州大学工学部規則ならびに船舶海洋システム工学コース専攻教育要求科目表に従って専攻教

育科目を履修すること。 

 

第 3 年次進級の条件 

基幹教育科目 48.5 単位を全て修得すること。なお，参考資料として本シラバスに添付するが，入

学時に配布された各自の入学年度の「基幹教育 履修要項」に掲載されている工学部地球環境工学科

の履修細目のページを熟読し，科目区分毎の修得単位数に不備がないように注意すること。 

 

工場見学 

以下の要領で工場見学を行う。なお，工場見学は必修に準ずるものとする。 

第 2 年次後期 造船所見学（長崎地方） 

第 3 年次後期 製鉄所見学（大分地方） 

 

工場実習 

第 3 年次夏期に約 2 週間工場実習を実施する。工場実習は必修に準ずるものとする。なお，受

け入れの事情により期間には若干の変動がある。 

 

卒業研究 

卒業研究は，第 4 年次の 4 月中旬に題目と指導教員を決定し，直ちに着手するものとする。た

だし，3 年生として基幹教育科目の全ての単位を修得するとともに、卒業までに修得すべき専攻

教育科目の総単位の約 75% 以上を第 3 年次の後期試験終了時までに修得していること。 

 

飛び級 

第 3 年度終了時に成績が優秀な者は，入学試験を受けて大学院修士課程 1 年に飛び級できる。 
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【船舶海洋システム工学コース（令和元年度入学生）の卒業要件】 

 

 

基幹教育科目 48.5 単位以上 

 

 

専攻教育科目 85 単位以上 

 

必修科目 16 単位 

コース内必修科目 62 単位 

コース内選択科目 7 単位以上 

 

合計 133.5 単位以上 

 

 

 

注）専攻教育科目の選択にあたっては，船舶海洋システム工学コース専攻教育要求科目表に従うこと。 

  基幹教育科目・理系ディシプリン科目では空間表現実習 I を履修すること。 
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【船舶海洋システム工学コース（令和元年度入学生）専攻教育要求科目表】 
 
区 
分 

授 業 科 目 割 当 時 間 
備 考 

番号 名    称 
単 

位 

1 2 3 4 

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 

必 
 
 
 
修 

ZEV1111J 地球環境工学入門 I 1 2 － － － － － － － － － － － － － － 地球環境工学

科必修科目 
 

ZEV1112J 地球環境工学入門 II 1 － － 2 － － － － － － － － － － － － 

COM2111J 常微分方程式 2 － － － － － － 2 － － － － － － － － 

COM2121J 複素関数論 2 － － － － － － 2 － － － － － － － － 

COM2131J フーリエ解析と偏微分方程式 2 － － － － － － － － 2 － － － － － － 

COM2231J 情報処理概論 2 － － － － － － － － － － 4 － － － － 

ZEV4911J 地球環境工学卒業研究 6 － － － － － － － － － － － － 6 30 

 計 16 2 2 2 2 0 0 4 4 2 2 4 4 6 6 30 30 

コ 
 
｜ 
 
ス 
 
内 
 
必 
 
修 
 

COM2211J 電気工学基礎 2 － － － － 2 － － － － － － － － － － 船舶海洋シス

テム工学コー

スの学生はこ

れらの全ての

単位を修得の

こと。 

COM2411J 機械工学大意第一 2 － － － － 2 － － － － － － － － － － 

COM2221J 電子情報工学基礎 2 － － － － － － 2 － － － － － － － － 

COM3111J 応用複素関数論 2 － － － － － － － － 2 － － － － － － 

NAM2121J 海事統計学 2 － － － － － － 4 － － － － － － － － － 

NAM2412J 船舶算法および同演習 1.5 － － － － 4 － － － － － － － － － － － 

NAM2413J 船舶復原性および同演習 1.5 － － － － － － － 4 － － － － － － － － 

NAM2211J 流体力学第一 2 － － － － － － 4 － － － － － － － － － 

NAM2212J 流体力学第二 2 － － － － － － － 4 － － － － － － － － 

NAM2311J 材料力学 4 － － － － － － 4 － － － － － － － － 

NAM2351J 材料加工学 2 － － － － － 4 － － － － － － － － － － 

NAM2421J 船舶設計 2 － － － － － － 4 － － － － － － － － － 

NAM2431J 自動制御工学 2 － － － － 4 － － － － － － － － － － － 

NAM2711J 計算工学演習第一 1 － － － － － － － 4 － － － － － － － － 

NAM3221J 船舶海洋流体力学第一 2 － － － － － － － － 4 － － － － － － － 

NAM3231J 船舶運動論 2 － － － － － － － － － 4 － － － － － － 

NAM3311J 弾性力学第一 2 － － － － － － － － － 4 － － － － － － 

NAM3323J 構造力学 4 － － － － － － － － 4 － － － － － － 

NAM3322J 船舶海洋構造力学 2 － － － － － － － － － － 4 － － － － － 

NAM3421J 船舶海洋製図第一 1 － － － － － － － － 5 － － － － － － 

NAM3441J 機能設計工学 2 － － － － － － － － 4 － － － － － － － 

NAM3131J 技術者倫理 2 － － － － － － － － － － － 4 － － － － 

NAM3222J 船舶海洋流体力学第二 2 － － － － － － － － － － 4 － － － － － 

NAM3241J 運動制御工学 2 － － － － － － － － － － － 4 － － － － 

NAM3331J 船舶海洋振動学第一 2 － － － － － － － － － － 4 － － － － － 

NAM3341J 材料強度学 2 － － － － － － － － － － 4 － － － － － 

NAM3422J 船舶海洋製図第二 2 － － － － － － － － － － 9 － － － － 

NAM3431J システム設計工学 2 － － － － － － － － － － － 4 － － － － 

NAM3442J 環境設計工学 2 － － － － － － － － － － － 4 － － － － 

NAM4151J 船舶海洋システム工学実験 1 － － － － － － － － － － － － 3 － － 

NAM4611J 舶用機関 2 － － － － － － － － － － － － 2 － － 

 計 62 0 0 0 0 12 8 18 18 19 19 25 25 5 5 0 0 

コ 
｜ 
ス 
内 
選 
択 

COM2311J 力学 I 2 － － － － － － 2 － － － － － － － － この内から 7
単位以上を修

得のこと。 
NAM3111J 工学基礎力学 2 － － － － － － － － 4 － － － － － － － 

NAM4331J 船舶海洋振動学第二 2 － － － － － － － － － － － 4 － － － － 

NAM4451J 工業マネージメント 2 － － － － － － － － － － － － 4 － － － 

NAM4511J 海洋環境情報学 2 － － － － － － － － － 4 － － － － － － 

NAM4521J 海洋機器工学 2 － － － － － 4 － － － － － － － － － － 

NAM4711J 計算工学演習第二 1 － － － － － － － － － － － － 4 － － － 

NAM4712J 構造解析演習 1 － － － － － － － － － － － － 4 － － － 

NAM4141J 船舶海洋システム工学特別講義第一  1 － － － － － － － － － － － － － 2 － － 

NAM4142J 船舶海洋システム工学特別講義第二  1 － － － － － － － － － － － － － － 2 － 

NAM4143J 船舶海洋システム工学特別講義第三  1 － － － － － － － － － － － － － － － 2 

 計 17 0 0 0 0 0 4 2 2 4 4 0 4 12 2 2 2 

参 
考 

 課題集約演習 1 － － － － － － － － － － － － 2 － － （注） 

 産業活動実習 1 － － － － － － － － 2 － － － － － － 

 計 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 2 2 0 0 

大 
学 
院 
連 
携 

M220 連続体力学 2 － － － － － － － － － － － － 2 2 － － 自由選択 
大学院入学後

に単位を認定

する。 

M1633 流体力学特論第一 2 － － － － － － － － － － － － 2 2 － － 

M1637 制御工学特論 2 － － － － － － － － － － － － 2 2 － － 

M1653 海洋構造工学 2 － － － － － － － － － － － － 2 2 － － 

M1634 流体力学特論第二 2 － － － － － － － － － － － － － － 2 2 

 計 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 8 2 2 

（注） 3 年の夏休みに実施する工場実習と 2 年の造船所見学，3 年の製鉄所見学を全て行うと，1 単位として認める。 

 本単位は卒業要件の対象外であるが，本単位は必修に準じるものとして取り扱う。 
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【船舶海洋システム工学コース（令和元年度入学生）専攻教育要求科目開講学期】 
 

学年 学期 学科必修科目 コース内必修科目 コース内選択科目 単位数 

1 年 
前期 地球環境工学入門 I (1)   1 

後期 地球環境工学入門 II (1)   1 

2 年 

前期 
 電気工学基礎 (2) 

機械工学大意第一 (2) 

 
4 

春学期 
 自動制御工学 (2) 

船舶算法および同演習 (1.5) 

 
3.5 

夏学期  材料加工学 (2) 海洋機器工学 (2) 4 

後期 
常微分方程式 (2) 

複素関数論 (2) 

電子情報工学基礎(2) 

材料力学 (4) 

力学 I (2) 

 
12 

秋学期 

 流体力学第一 (2) 

船舶設計 (2) 

海事統計学 (2) 

 

6 

冬学期 

 船舶復原性および同演習 (1.5) 

流体力学第二 (2) 

計算工学演習第一 (1) 

 

4.5 

3 年 

前期 

フーリエ解析と偏微分方程式 

(2) 

応用複素関数論 (2) 

構造力学 (4) 

船舶海洋製図第一 (1) 

 

9 

春学期 
 船舶海洋流体力学第一 (2) 

機能設計工学 (2) 

工学基礎力学 (2) 
6 

夏学期 
 船舶運動論 (2) 

弾性力学第一 (2) 

海洋環境情報学 (2) 
6 

後期 情報処理概論 (2) 船舶海洋製図第二 (2)  4 

秋学期 

 船舶海洋構造力学 (2) 

船舶海洋流体力学第二 (2) 

船舶海洋振動学第一 (2) 

材料強度学 (2) 

 

8 

冬学期 

 技術者倫理 (2) 

運動制御工学 (2) 

環境設計工学 (2) 

システム設計工学 (2) 

船舶海洋振動学第二 (2) 

 
10 

4 年 

前期 
 船舶海洋システム工学実験 (1) 

舶用機関 (2) 

 
3 

春学期 

  工業マネージメント (2) 

計算工学演習第二 (1) 

構造解析演習 (1) 

4 

夏学期 
  船舶海洋システム工学 

特別講義第一 (1) 
1 

秋学期 
  船舶海洋システム工学 

特別講義第二 (1) 
1 

冬学期 
  船舶海洋システム工学 

特別講義第三 (1) 
1 

(通年) 地球環境工学卒業研究 (6)   6 

 単位数 16 62 17 95 

注1) 科目名の後の ( ) 内の数字は単位数を表す。 
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【船舶海洋システム工学コース（令和元年度入学生）の学習・教育目標と専攻教育要求科目との関連】 

 

I 全地球的視点から海と人の関わりを考える能力とその素養 

(A) 人文社会および自然科学ならびにこれらに関わる技術の基礎知識を修得するとともに，地球環境問題と海洋利用のあり方を考える素養を身に付ける。 

(B) 秀でた社会性と豊かな人間性を有する技術者たることを目指し，技術者が社会に対して負う責任を自覚し，倫理観を身に付ける。さらに，自主的に継続して新しい知識を獲得する姿勢を持ち続け

る。 

(C) 国際的に通用する語学能力の基礎を修得するとともに，異文化に対する理解を深める。 

II“船舶海洋工学”を支える理論と技術の修得 

(D) 数学，力学（材料，構造および流体力学等の応用力学を含む）および船舶や海洋に関する分野固有の理論や技術を理解し，これらを実問題に応用できる能力を修得する。 

(E) コンピュータを用いた実験データ処理や理論解析，インターネットを利用した通信や情報収集に必要な情報処理技術を身に付ける。 

(F) 実験等を計画・遂行し，結果の解析を通じて物理現象を工学的に考察する能力を身に付ける。 

III 船舶海洋システムの計画・設計を行う能力 

(G) 海洋利用技術の計画・設計に必要なシステム工学の素養を身に付ける。 

(H) 与えられた課題に対して自ら解決の方法を考えて遂行する能力および自発的に未知の課題を発掘する能力を修得する。 

(I) 他者と協調して仕事を進めるために必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーション能力，ならびにリーダーシップを発揮して仕事を取りまとめるマネージメント能力を身に付ける。 
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A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

C ○ ○ ○ ○ ○ ○

D ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

E ○ ○ ○ ○ ○ ○

F ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

G ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

I ○ ○ ○ ○ ○ ○

3夏 3秋 3冬 4前 4春2春2前 2後 2秋 2冬2夏 3後3前 3春
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授業科目コード ZEV1111J 授業科目名 地球環境工学入門Ⅰ 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地球環境工学科必修科目・通常授業 

履修年次 １年前期 単位 １単位 学習・教育目標 (A),(B),(D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 

 

授業科目コード ZEV1112J 授業科目名 地球環境工学入門Ⅱ 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地球環境工学科必修科目・通常授業 

履修年次 １年後期 単位 １単位 学習・教育目標 (A),(B),(D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 

 

授業科目コード COM2111J 授業科目名 常微分方程式 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地球環境工学科必修科目・通常授業 

履修年次 ２年後期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 

 

授業科目コード COM2121J 授業科目名 複素関数論 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地球環境工学科必修科目・通常授業 

履修年次 ２年後期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 

 

授業科目コード COM2131J 授業科目名 フーリエ解析と偏微分方程式 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地球環境工学科必修科目・通常授業 

履修年次 ３年前期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 

 

授業科目コード COM2211J 授業科目名 電気工学基礎 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 2 年前期 単位 ２単位 学習・教育目標 (A),(D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 

 

授業科目コード COM2411J 授業科目名 機械工学大意第一 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ２年前期 単位 ２単位 学習・教育目標 (B),(C) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 

 

授業科目コード COM2221J 授業科目名 電子情報工学基礎 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ２年後期 単位 ２単位 学習・教育目標 (A),(D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 
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授業科目コード COM3111J 授業科目名 応用複素関数論 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年前期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 

 

授業科目コード COM2311J 授業科目名 力学Ⅰ 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・通常授業 

履修年次 2 年後期 単位 2 単位 学習・教育目標 (D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 

 

授業科目コード NAM4611J 授業科目名 舶用機関 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 4 年前期 単位 2 単位 学習・教育目標 (A),(D) 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 
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授業科目コード NAM2412J 授業科目名 船舶算法および同演習 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 2 年春学期 単位 1.5 単位 学習・教育目標 (D),(G) 

担当教員 

金丸  崇 

092-802-3450 

kanemaru@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 

剛体の力学，浮体／揚力体の力

学，安定性，船舶海洋機器システ

ム 

履修条件 
数学，力学，流体力学を理解して

おくこと。 

授業の概要 
船舶工学を学ぶ上で必要となる船舶に関する基礎的な知識や諸計算法，また水上や水中に浮

かぶ浮体の平衡と安定，初期復原力，排水量計算について学習する。 

授業の目的 船舶工学に関する諸定義，諸計算法，浮体の初期復原力に関する基礎知識を与える。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 船舶に関する諸定義・諸計算法を習得する。 

2. 浮体の平衡と安定のメカニズムを理解する。 

3. 排水量計算に関する近似計算法およびその計算手順を理解する。 

授業方法 
船舶海洋システム工学コースにて作成したテキストに従って授業を進めるとともに，基本的

な計算法について演習を行う。 

授業計画 

1 講義ガイダンス 9 
近似積分法（船舶に関する諸計算に用

いる近似積分法）(1) 

2 
船舶に関する諸定義（基線，主要寸法等

の船の形状に関する諸定義） 
10 

近似積分法（船舶に関する諸計算に用

いる近似積分法）(2) 

3 幾何学的諸量の計算法(1) 11 
排水量計算（排水量計算手順および排

水量等曲線図）(1) 

4 幾何学的諸量の計算法(2) 12 
排水量計算（排水量計算手順および排

水量等曲線図）(2) 

5 排水量および諸係数の定義 13 
排水量計算（排水量計算手順および排

水量等曲線図）(3) 

6 
浮体の平衡とその安定性（流体の圧力，

浮力の性質，メタセンターの定義等）(1) 
14 進水（進水諸装置および進水計算） 

7 
浮体の平衡とその安定性（流体の圧力，

浮力の性質，メタセンターの定義等）(2) 
15 期末試験 

8 
浮体の平衡とその安定性（流体の圧力，

浮力の性質，メタセンターの定義等）(3) 
  

成績評価の方法 成績評価は期末試験の得点，授業中の演習レポート結果，授業出席状況を総合して行う。 

教科書・参考書 
理論船舶工学（上巻）（大串雅信，海文堂） 

学習相談 
講義日の 5 限に質問を受け付ける。 

居室：ウエスト 2 号館 6階 632 号室 
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  授業科目コード NAM2121J 授業科目名 海事統計学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ２年秋学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D),(G) 

担当教員 

宇都宮 智昭 

092-802-3447 

utsunomiya@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
統計分析、確率モデル、推定、検

定 

履修条件 
確率統計の基礎を理解しているこ

とが望ましい 

授業の概要 

海洋システム工学において不確実性を有する現象に起因する様々な問題を解析するために

は、数理統計学的な知識が必要である。本講義では，確率統計学の基礎について学習し、

海洋分野における統計分析の方法論を修得する。 

授業の目的 確率統計学の基礎知識と、海洋分野における統計分析の方法論を修得する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1) 確率・統計学の基礎を理解する。 

2) 統計的推定と検定についての基礎を理解し方法論を修得する。 

3) 演習を通じて、具体的なデータ処理方法を修得する。 

授業方法 
資料の配布や出欠管理、レポートの提出を M2B（みつば）システムを利用して行う。演習は

Python を用いて行うので、学内 LAN に接続可能なノートパソコンを持参すること。 

授業計画 

１ イントロダクション・平均値と分散 ９ 標本分布(1) 

２ 度数分布 10 標本分布(2) 

３ 回帰と相関の分析(1) 11 標本分布(3)・推定(1) 

４ 回帰と相関の分析(2) 12 推定(2) 

５ 確率 13 検定(1) 

６ 確率変数と確率分布 14 検定(2) 

７ 主な確率分布(1) 15 期末試験 

８ 主な確率分布(2)   

成績評価の方法 
成績評価は、期末の筆記試験の得点、授業中の演習レポート、授業出席状況を総合して行

う。 

教科書・参考書 宮川公男：基本統計学[第 4 版]，有斐閣，2015 

学習相談 質問等は随時受け付ける。居室:ｳｴｽﾄ 2 号館 7階 728 号室 
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  授業科目コード NAM4521J 授業科目名 海洋機器工学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・通常授業 

履修年次 ２年夏学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (A),(D) 

担当教員 

宇都宮 智昭 

092-802-3447 

utsunomiya@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 

海洋開発、海洋石油・天然ガス、

海洋再生可能エネルギー、海洋機

器 

履修条件 なし 

授業の概要 

海洋開発には様々な海洋機器が用いられるが、そこで必要となる機能や性能を理解するた

めには、海洋開発の全体像を理解しておくことが重要である。本講義では、海洋石油・ガ

ス開発を主な対象としてその概要を講義するとともに、海洋再生可能エネルギーならびに

今後の海洋開発についても展望する。 

授業の目的 海洋開発の全体像と、そこで用いられる各種海洋機器・施設の概要を理解する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1) 海洋開発－特に、海洋石油・天然ガス開発－の全体像を理解する 

2) 海洋再生可能エネルギーの基礎を理解する 

3) 海洋開発に関わる各種機器・施設の主なものについて、その機能とそれぞれの特徴を

理解する 

4) 海洋開発に興味をもち、今後、主体的に学習するための動機付けをおこなう 

授業方法 
資料の配布、出欠管理、小テスト、期末試験いずれも M2B（みつば）システムを利用してお

こなう。学内 LAN に接続可能なノートパソコン、タブレット端末等を各自、持参すること。 

授業計画 

１ イントロダクション ９ パイプライン、フローライン、ライザー 

２ 石油・天然ガス資源の基礎 10 トップサイド、オフショア支援船 

３ 探鉱 11 海洋再生可能エネルギー（１） 

４ 掘削 12 海洋再生可能エネルギー（２） 

５ 開発システム 13 今後の海洋開発 

６ 固定式プラットフォーム 14 期末試験 

７ 浮体式生産システム 15  

８ サブシーシステム   

成績評価の方法 期末試験、毎回の講義終了時に実施する小テスト、および出席状況を総合して評価する。 

教科書・参考書 

Deepwater Petroleum Exploration & Production, A Nontechnical Guide, 2nd Edition 

海洋開発産業概論（改訂第２版） 

海洋開発ビジネス概論（改訂第１版） 

海洋開発工学概論 

 海洋開発技術編（第１版） 

 海洋資源開発編（改訂第１版） 

 海洋再生可能エネルギー開発編（改訂第１版） 

学習相談 質問等は随時受け付ける。居室:ｳｴｽﾄ 2 号館 7階 728 号室 

 
  



12 

授業科目コード NAM2211J 授業科目名 流体力学第一 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ２年秋学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

担当教員 

安東  潤 

092-802-3449 

ando@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
理想流体の力学，渦，質量と運動量

の保存，エネルギー保存則 

履修条件 数学，力学を理解しておくこと。 

授業の概要 

海洋において運動を行う船舶や海洋構造物に作用する力の推定を行うためには，周囲の流体

の性質に関する知識が必要である。また，河川，海域あるいは大気の特性を理解し，安全か

つ環境に配慮した地球環境を保持・創造するためにも，流体運動のメカニズムに対する知識

は不可欠となってくる。以上のような問題を取り扱える工学者を育成するために，本授業で

は，流体力学の基礎を学習する。 

授業の目的 流体力学に関する基礎知識を与える。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 流体の性質に関する基礎的な知識を習得する。 

2. 流体の運動，圧力等に関する基礎的な知識を習得し，流体の運動方程式を理解する。 

3. 速度ポテンシャル，流れ関数，複素速度ポテンシャルを理解する。 

4. 渦に関する基本的な定理や渦運動を理解する。 

授業方法 
船舶流体力学および下記参考書を基に作成したノートを中心として，他に配布するプリント

を用いて講義を行う。また演習も頻繁に行う。 

授業計画 

１ 緒論：流体の性質 (密度，粘性，圧縮性) ３ 

ポテンシャル流れ：速度ポテンシャ

ル，流れ関数，複素速度ポテンシャル，

基本的な複素ポテンシャルの例，組み

合わせ流れ，3 次元ポテンシャル流

れ，鏡像による方法（4回） 

２ 

一般理論：流れの解析，加速度，流体要

素の変形，連続の式，運動方程式の基礎，

ベルヌーイの定理，運動量の定理（6回） 

４ 

渦運動：循環，ストークスの定理，ケ

ルビンの定理，ヘルムホルツの定理，

誘導速度，渦の運動，渦列，渦層（4

回） 

成績評価の方法 
２年後期の期末に筆記試験により授業の理解度を試験する。成績評価は試験の得点，授業中

の演習，レポート，授業出席状況を総合して行う。 

教科書・参考書 

1. 流体力学 (I),(II)（西山哲男，日刊工業新聞社） 

2. 船舶海洋工学のための流体力学入門 （池畑光尚，船舶技術協会） 

3. Hydrodynamics（H. Lamb, Cambridge University Press） 

4. 水理学 I（椿東一郎，森北出版） 

5. 水理学演習（荒木征夫・椿東一郎，森北出版） 

6. 流体力学（日野幹男，朝倉書店） 

7. 水理学演習（有田正光・中井正則，東京電機大学出版局 

学習相談 

講義日の 17 時から 19 時までをオフィスアワーとする。それ以外も出来るだけ対応するが，

居室に不在の場合もあるので，事前に在室かどうか問い合わせることが望ましい。 

居室：ウエスト 2 号館 6階 631 号室 
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 授業科目コード NAM2212J 授業科目名 流体力学第二 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ２年冬学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

担当教員 

安東  潤 

092-802-3449 

ando@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
相似則，各種流れの抵抗，層流と乱

流，粘性流体の力学，翼と翼列 

履修条件 
流体力学第一を理解しているこ

と。 

授業の概要 
船舶・海洋機器およびその推進装置のまわりの流れと流体力を理解するための基礎として，翼

理論および粘性流体力学を学ぶ。 

授業の目的 
翼まわりの流れおよび翼に作用する力・モーメント，粘性流体の基本的性質，レイノルズ数の

違いによる流れの特徴，乱流の性質などを修得する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 翼に作用する力・モーメントの求め方を理解する。 

2. 翼のまわりに循環が発生するメカニズムを説明する。 

3. ナビエ・ストークス方程式の厳密解の導出過程を理解する。 

4. ニュートンの粘性方程式を用いた摩擦応力の求め方を理解する。 

5. 境界層の物理的意味を理解する。 

6. レイノルズ方程式の導出過程を理解する。 

授業方法 
配布資料を用いた講義形式とする。重要な箇所を教員が板書し，学生はそれを咀嚼しつつ自ら

の手で配布資料に書き込む方式により授業を行う。 

授業計画 

１ 翼型の表し方，揚力・抗力係数の定義 ８ 境界層理論，平板の境界層 

２ 等角写像，ブラジウスの公式 ９ 積分型境界層方程式 

３ 
翼のまわりに循環が発生するメカニズ

ム 
10 レイノルズ方程式，レイノルズ応力 

４ 薄翼理論(2 回) 11 乱流境界層内の速度分布 

５ 3 次元翼理論 12 後流および抗力 

６ 
レイノルズ数と流れの相似則，ニュート

ンの粘性方程式 
13 期末試験 

７ 
ナビエ・ストークス方程式の厳密解およ

び近似解(2 回) 
  

成績評価の方法 講義に 2/3 以上出席した者に対して期末試験を実施し，期末試験の評点を成績とする。 

教科書・参考書 

教科書：独自に作成した資料を配布する。 

参考図書：多数あり。各自でよく検討し，自分にあったものを購入するとよい。例えば，以下

のようなものを薦める。 

・日野幹雄：流体力学，朝倉書店 

・西山哲男：流体力学(I), (II)，日刊工業新聞社 

学習相談 

講義日の 17 時から 19 時までをオフィスアワーとする。それ以外も出来るだけ対応するが，

居室に不在の場合もあるので，事前に在室かどうか問い合わせることが望ましい。 

居室：ウエスト 2 号館 6階 631 号室 
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授業科目コード NAM2311J 授業科目名 材料力学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ２年後期 単位 ４単位 学習・教育目標 (D) 

担当教員 

安澤 幸隆 

092-802-3455 

yasuzawa@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 

応力，せん断力、曲げモーメン

ト、ひずみ，棒の引張り・圧縮・

ねじり，はりの曲げ，弾性体 

履修条件 力学を理解していること 

授業の概要 

機械や構造物の強度設計を行うためには，材料に作用している応力やひずみを評価する知識

が必要である。この授業では部材に力が作用したときに発生する応力・ひずみや変形を解析

する方法の基礎を修得する。 

授業の目的 
機械や構造物の強度や振動を考えた構造設計の基本となる材料力学を修得し，簡単な構造工

学に関する問題解決に応用できる能力を養う。 

授業の目標 

(到達目標) 

平衡条件，応力・ひずみの性質，フックの法則、運動学的関係式を基礎として，引張・圧縮，

ねじり，曲げを受ける部材の応力と変形を評価する体系を修得するとともに，基礎的な問題

に適用できる能力を養う。 

授業方法 教科書にそって講義し，毎回演習または小テストを実施する。 

授業計画 

1 基本的事項 9 はりの曲げ理論 

2 内力と外力 10 せん断力と曲げモーメント 

3 応力、合応力と力の釣り合い 11 はりの変形とひずみ 

4 運動学的関係とひずみ 12 断面２次モーメント 

5 材料の強さ、剛性と強度設計 13 はりのせん断応力 

6 軸力を受ける棒とトラス 14 はりの変形とたわみ 

7 棒のねじり 15 不静定はり 

8 平面応力、３次元応力、主応力 16 期末テスト 

成績評価の方法 
小テストを複数回行うとともに，２年後期の期末に筆記試験を行う。 

期末試験 75 点，小テストの点数 25 点の合計 100 点満点とし，60 点以上を合格とする。 

教科書・参考書 教科書：基礎材料力学（高橋幸伯、町田進、角洋一共著，培風館） 

学習相談 

居室：ウエスト II 号館 7階７２９号室， 

TEL：092-802-3455, E-mail: yasuzawa@nams.kyushu-u.ac.jp 

で，講義修了後または在室時に随時質問を受け付ける。 
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授業科目コード NAM2351J 授業科目名 材料加工学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 2 年夏学期 単位 2 単位 学習・教育目標 (B),(C),(D),(E) 

担当教員 

後藤 浩二 

092-802-3457 

gotoh@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 

材料の構造と組織，材料試験法，

火炎，熱伝導，素材製造，溶接/

接合，生産管理 

履修条件 
数学（特に微積分，微分方程式）を

理解しておくこと． 

授業の概要 大型鋼構造物の製作に必要な，材料（特に鋼）と加工方法に関する基礎知識． 

授業の目的 鋼の性質，ガス加工，溶接，非破壊検査に関する基礎知識を修得する． 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 金属に関する基礎知識と鉄鋼の特徴を理解する． 

2. 溶接に関する基礎事項（溶接法，溶接冶金に関する基礎知識）を理解する． 

3. 金属材料の強度評価に関する試験法について理解する． 

4. 溶接欠陥の種類・防止対策を理解する． 

5. 熱切断加工の基礎事項を理解する． 

6. 欠陥の検出方法としての非破壊検査に関する基礎知識を理解する． 

授業方法 

配付資料をテキストとする講義形式．ポイントを絞り講義するので，各人で十分に予習・復

習を行うこと． 

毎回（1）講義の理解に必要な数学・材料力学等（個人演習）及び（2）各回の講義内容に関

するグループ演習を実施する． 

授業計画 

1 講義ガイダンス 6 材料強度試験 

2 金属材料の基礎事項 7 溶接：溶接部の冶金的特性，溶接欠陥 

3 
金属強化の手段，金属の変化（平衡

状態図，凝固組織） 
8 熱切断 

4 鉄鋼材料 9 非破壊試験 

5 溶接：溶接の概要,種々の溶接法 10 定期試験 

成績評価の方法 

定期試験 50%，演習 50%とする総合評価． 

出席数が講義実施回数の 2/3 に満たない場合は定期試験の受験を認めない．（単位が必要な場

合は翌年度に再履修すること．出席は講義時の演習提出等で確認する．） 

教科書・参考書 

講義資料：九州大学 M2B 学習支援システム（moodle）から各自でダウンロードすること． 

講義時に使用した Powerpoint スライドを九州大学 M2B 学習支援システム（moodle）から 

ダウンロード可能． 

参考図書：造船工作法（奥本泰久他，成山堂書店，ISBN: 978-4-425-71511-4） 

     溶接・接合技術入門（溶接学会編，産報出版，ISBN: 4-88318-124-3） 

この他に多数の参考図書があるので，講義の際に随時紹介する． 

情報サイト：日本溶接協会溶接情報センター（http://www-it.jwes.or.jp/index.jsp#page=p1） 

学習相談 

講義終了後に講義室で質問を受け付けるが，できるだけ講義時間内に積極的に質問するこ

と．講義終了後以外に質問を希望する場合は，事前に E-mail にてアポイントを取ること． 

居室：ウエスト 2 号館 7 階 731 号室． 
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  授業科目コード NAM2421J 授業科目名 船舶設計 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 2 年秋学期 単位 2 単位 学習・教育目標 (D),(G) 

担当教員 

山口  悟 

092-802-3461 

yama@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
設計法，規格／標準／基準／法規，

海洋輸送システム，技術史 

履修条件 
船舶計算法，材料力学等を理解し

ておくこと。 

授業の概要 

船を設計するためには，安全性と経済性を調和させて，船の構造と性能を計画する必要が

ある。この授業では，船の計画と設計のために必要な船舶と海事についての基本的な知識

を修得し，船の基本計画の方法を学習する。 

授業の目的 
船の計画と設計のために必要な，船舶と海事に関する基本的な知識を修得し，船の基本計

画の方法を修得する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 船の種類と船型に関するの知識の修得 

2. 船体構造に関する知識の修得 

3. 船級協会とルールに関する知識の修得 

4. 船舶の基本計画の方法の修得 

授業方法 下記参考書等から作成したプリントを使い，ノート講義を行う。 

授業計画 

1 船の種類と船型(1) 9 船体構造配置(1) 

2 船の種類と船型(2) 10 船体構造配置(2) 

3 船体構造発達史 11 船体構造配置(3) 

4 船級協会(1） 12 重量推定(1) 

5 船級協会(2) 13 重量推定(2) 

6 船体主要寸法と主機関の選定(1) 14 船価見積および運航採算(1) 

7 船体主要寸法と主機関の選定(2) 15 船価見積および運航採算(2) 

8 船体主要寸法と主機関の選定(3)   

成績評価の方法 

2 年後期の期末に筆記試験により授業の理解度を試験する。成績評価は試験の得点と授業

における質疑応答状況を総合して行う。2 年後期の不合格者は，3 年後期に再受験するこ

と。 

教科書・参考書 

1. 商船設計の概要 (造船テキスト研究会，成山堂) 

2. Rules and Regulation for the Classification of Ships (Lloyd's Register of 

Shipping) 

学習相談 
講義日の 5 限に質問を受け付ける。 

ウエスト 2 号館 7 階 735 号室 
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  授業科目コード NAM2431J 授業科目名 自動制御工学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ２年春学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

担当教員 

木村  元 

092-802-3452 

kimura@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
１次遅れ、PID 制御、状態方程

式、安定性 

履修条件 
線形代数，微分積分，力学の基礎を

学んでいること。 

授業の概要 

機械や電器機器など多くのシステムでは、状態を一定に保ったり、好ましい状態へ遷移す

ることが求められる。自動制御工学は、これを実現するための解析方法およびシステムの

設計方法を与える。本講義では特にフィードバック制御に話題を絞り、解析および設計方

法の基礎を示す。 

授業の目的 フィードバック制御系の解析および設計の基礎知識を与える。 

授業の目標 

(到達目標) 

A：知識・理解  PID 制御、１次遅れ系、安定性、最適性、可制御性、可観測性の理解 

B：専門的知識 上記の抽象概念の実現に必要な知識（ラプラス変換、z 変換、サンプリ

ングとエイリアシング、システムの状態空間表現、状態方程式）を理解する 

C：汎用的技能  一般的な問題について上記のモデルを当てはめて計算を行うこと 

D：態度・志向性 欠席せずに毎回出席して演習課題をこなし提出する。 

授業方法 毎回配布するプリントを中心に授業を行う。毎回の授業の最後には簡単な演習を行う。 

授業計画 

１ 

センサ、アクチュエータ、制御装置、

それらシステムを目的通りに動かす

ための方法と制御理論の必要性 

９ 

システムの状態方程式と出力方程式 

２ 
1 入力 1 出力システムの入出力表現と

伝達関数 
10 

状態フィードバックと可制御性 

３ 
１次遅れ系の時間応答の表現式、およ

びステップ応答における時定数 
11 

可制御系の判別法と必要十分条件 

４ 
2 次系のインパルス応答、ステップ応

答 
12 

状態オブザーバと可観測性 

５ 伝達関数とブロック線図 13 最適制御 

６ 1 次系、２次系の周波数応答 14 カルマンフィルタ 

７ 平衡状態まわりの安定性と判別法 15 期末試験 

８ PID 制御、制御系の最適性について   

成績評価の方法 
期末の筆記試験により授業の理解度を評価する。成績評価は試験の得点・授業中の演習・

授業出席状況を総合して行う。 

教科書・参考書  

学習相談 講義日の１７時までをオフィスアワーとする。居室:ｳｴｽﾄ 2 号館 6階 634 号室 
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授業科目コード NAM2413J 授業科目名 船舶復原性および同演習 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 2 年冬学期 単位 1.5 単位 学習・教育目標 (D),(G) 

担当教員 

古川 芳孝 

092-802-3448 

furukawa@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 

剛体の力学，浮体／揚力体の力

学，安定性，船舶海洋機器システ

ム 

履修条件 
数学，力学，流体力学を理解して

おくこと。 

授業の概要 
船舶工学を学ぶ上で必要となる船舶に関する基礎的な知識や諸計算法，また水上や水中に浮

かぶ浮体の平衡と安定，復原力計算法，復原性能の判定法について学習する。 

授業の目的 船舶工学に関する諸定義，諸計算法，浮体の復原性能に関する基礎知識を与える。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 船舶に関する諸定義・諸計算法を習得する。 

2. 復原性能に関する諸計算を理解する。 

3. 浮体の安全性と復原性の関係を理解する。 

授業方法 
船舶海洋システム工学コースにて作成したテキストに従って授業を進めるとともに，基本的

な計算法について演習を行う。 

授業計画 

1 浮体の安定性に関する諸問題(1) 9 復原力計算(6) 

2 浮体の安定性に関する諸問題(2) 10 復原力計算(7) 

3 浮体の安定性に関する諸問題(3) 11 浸水と復原性（損傷時復原性）(1) 

4 復原力計算(1) 12 浸水と復原性（損傷時復原性）(2) 

5 復原力計算(2) 13 浸水と復原性（損傷時復原性）(3) 

6 復原力計算(3) 14 特殊な状態での復原性 

7 復原力計算(4) 15 期末試験 

8 復原力計算(5)   

成績評価の方法 成績評価は期末試験の得点，授業中の演習レポート結果を総合して行う。 

教科書・参考書 
理論船舶工学（上巻）（大串雅信，海文堂） 

船舶海洋工学シリーズ①船舶算法と復原性（池田良穂他，成山堂） 

学習相談 講義日の 5 限（16:40-18:10）に質問を受け付ける。居室：ウエスト 2 号館 6階 630 号室 
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  授業科目コード NAM2711J 授業科目名 計算工学演習第一 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ２年冬学期 単位 １単位 学習・教育目標 (D),（E） 

担当教員 

木村  元 

092-802-3452 

kimura@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 表計算・数式処理 

履修条件 
線形代数，微分積分の基礎を学ん

でいること。 

授業の概要 
アプリケーション・プログラムとして表計算ソフト Excel, 数式処理ソフト MAXIMA を取り

上げ、それらの基本的な使い方の演習を行う。 

授業の目的 計算機を用いた数値処理・グラフ化・数式処理を行う能力を身に付ける。 

授業の目標 

(到達目標) 

A：知識・理解  表計算、グラフ表示、数値計算、数式処理について理解する 

B:専門的知識 表計算、グラフ表示、数値計算、数式処理とは何か 

C：汎用的技能  代表的なアプリを用いて上記の計算を行うこと 

D：態度・志向性 欠席せずに毎回出席して講義終了時に講義内容の理解度を試す演習

課題をこなし、所定の形式で期限内に課題レポートを提出する。 

授業方法 毎回配布するプリントを中心に授業を行う。毎回の授業の最後には簡単な演習を行う。 

授業計画 

１ 
表計算１：データ入出力および度数分

布表の作成とグラフ化 
９ 

数値計算４：微分方程式の数値解法 

２ 
表計算２：表計算の基本操作、偏差値

や相関係数の計算 
10 

数値計算５：最適化問題の数値解法 

３ 
表計算３：データ近似、最小二乗法 

11 
数式処理１：数式の入出力および微分積

分の方法 

４ 
表計算４：様々な確率密度関数のグラ

フ化 
12 

数式処理２：質点系の運動解析 

５ 表計算５：統計的推定・検定 13 数式処理３：剛体系の運動解析 

６ 
数値計算１：行列データの入出力とグ

ラフ化 
14 

 

７ 数値計算２：関数の作成 15  

８ 数値計算３：代数方程式の数値解法   

成績評価の方法 成績評価は演習課題の提出および授業出席状況を総合して行う。 

教科書・参考書  

学習相談 講義日の１７時までをオフィスアワーとする。居室:ｳｴｽﾄ 2 号館 6階 634 号室 
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  授業科目コード NAM3221J 授業科目名 船舶海洋流体力学第一 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年春学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D),(F) 

担当教員 

安東  潤 

092-802-3449 

ando@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
相似則，粘性流体の力学，水波の力

学，各種流れの抵抗，翼と翼列 

履修条件 
流体力学第一，第二を理解してい

ること。 

授業の概要 
船舶・海洋機器およびその推進装置のまわりの流れと流体力を理解するための基礎として，

翼理論および粘性流体力学を学ぶ。 

授業の目的 船の抵抗，プロペラおよび推進性能に関する基礎知識を身につける。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 船体に働く抵抗の成分分けと各成分の性質を理解する。 

2. 船体・プロペラ・舵の相互干渉のメカニズムおよび推進性能を表す諸係数の意味を理解

する。 

3. プロペラに関する基本的な知識を身につける。 

4. 水槽試験の目的・方法および水槽試験結果を用いた実船の抵抗・推進性能の推定法を理

解する。 

授業方法 配布資料を用いた講義形式とする。 

授業計画 

１ 船舶抵抗推進論の意義と本講義の目的 ８ プロペラの幾何形状と諸定義 (2 回) 

２ 
船舶抵抗推進論の基礎（船体抵抗の成分

と力学的相似則） 
９ プロペラに関する相似則 

３ 
船舶抵抗推進論の基礎（船の推進性能の

メカニズム） 
10 水槽試験（模型船と船型試験水槽） 

４ 
船体に働く各抵抗成分の性質（平板の摩

擦抵抗，粘性圧力抵抗と形状影響係数） 
11 水槽試験（各種実験の概要） 

５ 
船体に働く各抵抗成分の性質（造波抵抗

および空気抵抗の性質） 
12 

自航要素および主機パワーの近似推

定 

６ 実船抵抗の外挿法 13 期末試験 

７ 実船の有効馬力の推定法 (2 回)   

成績評価の方法 講義に 2/3 以上出席した者に対して期末試験を実施し，期末試験の評点を成績とする。 

教科書・参考書 教科書：独自に作成した資料を配布する。 

学習相談 

講義日の 17 時から 19 時までをオフィスアワーとする。それ以外も出来るだけ対応するが，

居室に不在の場合もあるので，事前に在室かどうか問い合わせることが望ましい。 

居室：ウエスト 2 号館 6階 631 号室 
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  授業科目コード NAM3231J 授業科目名 船舶運動論 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年夏学期 単位 ３単位 学習・教育目標 (B),(D),(F) 

担当教員 

古川 芳孝 

092-802-3448 

furukawa@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
剛体の力学，浮体／揚力体の力学，

減衰系，過渡応答，海洋波，安定性 

履修条件 
力学，船舶計算法を理解しておく

こと。 

授業の概要 
波浪中の船舶の動揺，特に横揺は船の転覆などに対する安全性の見地から極めて重要な問

題である。この授業では波浪中の浮体・航行体の動揺特性と海象について学習する。 

授業の目的 浮体の動揺と復原性に関する基礎知識を与える。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 浮体の動揺メカニズムの基礎を理解する。 

2. 浮体の動揺運動方程式を理解する。 

3. 船舶の復原性と動揺運動の関係を理解する。 

4. 海洋波の特性を理解する。 

5. 外乱と浮体の動揺の関係を理解する。 

授業方法 プリントを中心に講義を行う。また適宜演習も行う。 

授業計画 

１ 船舶の動揺，横揺れの運動方程式(1) ９ 海洋波(5) 

２ 横揺れの運動方程式(2) 10 海洋波(6) 

３ 横揺れ運動の解析（静水中の横揺れ）(1) 11 波浪中の横揺れ運動の解析(1) 

４ 横揺れ運動の解析（静水中の横揺れ）(2) 12 波浪中の横揺れ運動の解析(2) 

５ 海洋波(1) 13 縦揺れおよび上下揺れ(1) 

６ 海洋波(2) 14 縦揺れおよび上下揺れ(2) 

７ 海洋波(3) 15 動揺の軽減法 

８ 海洋波(4)   

成績評価の方法 
３年前期の期末に筆記試験により授業の理解度を試験する。成績評価は試験の得点，演習，

レポート，授業出席状況を総合して行う。 

教科書・参考書 
配布プリント 

参考図書：船体と海洋構造物の運動学 (元良誠三 監修，成山堂) 

学習相談 講義日の 5 限（16:40-18:10）に質問を受けつける。居室：ｳｴｽﾄ 2 号館 6階 630 号室 
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  授業科目コード NAM3311J 授業科目名 弾性力学第一 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年夏学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

担当教員 

後藤 浩二 

092-802-3457 

gotoh@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 

応力，ひずみ，応力・ひずみ変

換，応力・ひずみの不変量，フッ

クの法則，サンブナンの原理，応

力集中 

履修条件 
材料力学，数学を理解しておくこ

と． 

授業の概要 

本講義では，構造強度評価の基礎となる，応力・ひずみの性質と，両者を関係づける「フ

ックの法則」を理解する．さらに，弾性力学問題の解決の基礎となる適合条件式，平衡方

程式，境界条件，サンブナンの原理を理解し，応力集中の概念の重要性と種々の応用問題

の解法，一様断面棒のねじり問題及び熱応力問題について考え方と応用法を修得する． 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 応力とひずみの性質，フックの法則，サンブナンの原理を理解する． 

2. 適合条件式，平衡方程式および境界条件を考慮し，既存の解析解を活用して，より発

展的な 2 次元弾性問題を解く方法を理解する． 

3. 応力拡大係数の物理的意味を理解しつつ，適切な近似を用いた概算方法を理解する． 

4. 一様断面棒のねじり問題，熱応力問題，接触応力問題の解法を理解する． 

5. 身近なな物体の変形や破壊に興味を持ち，それらを定性的に説明できるようになる． 

授業方法 

指定テキスト（一部は資料配布）を講義する．ポイントを絞り講義するので，各人で十分

に予習・復習を行うこと．毎回の講義後に演習を行う．また，一部の講義回では講義内容

に関するグループ演習を実施する場合もある． 

授業計画 

1 

応力（垂直・せん断応力，2 次元及び

3 次元応力状態と応力変換，主応力と

主せん断応力） 

6 

二次元問題 II（円筒の問題，円孔によ

る応力集中，だ円孔による応力集中） 

2 
ひずみ（2 次元及び 3 次元問題のひず

み，ひずみ変換，主ひずみ，適合条件） 
7 

二次元問題 III（亀裂による応力集中，

応力拡大係数，集中力による応力場） 

3 
応力とひずみの関係（一般化されたフ

ックの法則），平衡方程式 
8 一様断面棒のねじり 

4 サンブナンの原理と境界条件 9 熱応力 

5 
二次元問題 I（平面応力，平面ひずみ，

解の性質，応力関数） 
10 接触応力 

成績評価の方法 
定期試験（60%），演習（40％），演習の一部を中間試験またはレポートに置き換える場

合がある． 

教科書・参考書 

教科書：村上敬宜「弾性力学」養賢堂（ISBN-13: 978-4-8425-0121-5 C3053） 
参考書：多数の参考図書があるので，講義の際に随時紹介する． 

以下の参考書は一読を奨励する． 
村上敬宜「応力集中の考え方」養賢堂（ISBN-13: 978-4-8425-0374-5 C3053） 

講義時に使用した Powerpoint スライドを九州大学 M2B 学習支援システム（moodle）から
ダウンロード可能． 

学習相談 

講義終了後に講義室で質問を受け付けるが，できるだけ講義時間内に積極的に質問するこ

と．講義終了後以外に質問を希望する場合は，事前に E-mail にてアポイントを取ること． 

居室：ウエスト 2 号館 7 階 731 号室． 
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授業科目コード NAM3323J 授業科目名 構造力学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年前期 単位 4 単位 学習・教育目標 (B),(D) 

担当教員 

柳原 大輔 

092-802-3456 

yanagihara@nams.kyushu-u.ac.jp 
キーワード 

応力，ひずみ，はりの座屈，曲げモ

ーメント，せん断力，ひずみエネル

ギー，エネルギー原理，補強平板，

有効幅，平板の座屈，最終強度，曲

げ剛比，降伏条件，全断面降伏，塑

性崩壊，シェル構造 

履修条件 
力学および材料力学の基礎知識を有

すること。 

授業の概要 

船舶・海洋構造物の構造設計では，構造物に生じる応答（変形や応力）を求める必要がある。

また，船舶や海洋構造物は基本的には平板および曲面板 (殻) を防撓材で補強した構造の組

み合わせにより成り立っている。そこで本授業では，棒や梁で構成された骨組構造，平板や

曲面板等の板構造を対象とした構造力学と，エネルギー原理，さらには強度理論や安定限界，

構造設計に関する考え方を学ぶ。 

授業の目的 
構造力学の基礎式を理解するとともに，静的外力に対する構造応答の求め方を修得する。さ

らに，平板・補強平板および曲面板構造の強度と構造設計に関する考え方と知識を修得する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 材料力学の知識の確認を行う。 

2. 力学モデルの支配方程式を理解し，導出できるようになる。 

3. 合応力の概念，熱応力の発生機構，座屈現象を理解する。 

4. エネルギー原理を理解する。 

5. 梁柱の座屈強度，塑性崩壊強度の解法について理解する。 

6. 平板構造の曲げ強度に関する支配方程式・境界条件と解法について理解する。 

7. 平板構造の座屈現象と座屈荷重，最終強度，曲げ剛比について理解する。 

8. 平板の降伏条件と構成方程式，荷重と塑性域の進展，塑性崩壊について理解する。 

授業方法 
教科書と配布資料を用いて授業を行う。講義に加えて演習を行い，理解を深める。随時課題

を出してレポートの提出を求める。 

授業計画 

1 
オリエンテーション（本講義の位置付

け）。構造解析の適用事例紹介。 
16 

梁柱の耐荷力 

2 
応力・ひずみ関係。 

17 
梁柱の塑性強度の基礎的概念，梁の塑性

曲げ 

3 
主応力，相当応力。 

18 
曲げと軸力を受ける梁柱の降伏条件，塑

性崩壊の諸定理 

4 熱応力の発生機構。 19 骨組み構造の崩壊強度 

5 
梁に働く力，せん断力，曲げモーメント

分布。（Free body の考え方の理解） 
20 

平板構造の曲げ強度（平板の曲げ変形の

基礎方程式） 

6 
梁に生じる曲げ応力，せん断応力。 

21 
平板構造の曲げ強度（境界条件とたわみ

の式） 
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7 
曲げ変形（静定梁）。 

22 
平板構造の曲げ強度（エネルギー法を用

いた撓みの計算） 

8 曲げ変形（不静定梁）。 23 平板の塑性崩壊強度 

9 せん断変形。梁の復習。 24 防撓板の曲げの有効幅 

10 柱の座屈（オイラー座屈） 25 平板構造の座屈強度 

11 

ひずみエネルギーに関する定理と応用

（ひずみエネルギー，相反定理とカス

テリア-ノの定理） 

26 

防撓板の最小剛比，座屈後の有効幅 

12 
ひずみエネルギーに関する定理と応用

（カステリアーノの定理とその応用） 
27 

曲面板の強度 

13 
ひずみエネルギーに関する定理と応用

（最小仕事の定理とその応用） 
28 

船体横強度計算法の説明（設計製図のた

めの講義） 

14 

ひずみエネルギーに関する定理と応用

（エネルギー法による柱の座屈の近似

計算法） 

29 

期末試験 

15 中間試験 30  

成績評価の方法 課題のレポートおよび，中間，期末テストの結果に基づき評価する。 

教科書・参考書 

教科書 

船舶海洋工学シリーズ⑦；船体構造，強度編（藤久保昌彦，成山堂書店） 

参考図書 

1.板とシェルの理論（上），（下）（チモシェンコ他，ブレイン図書出版） 

2. 船体構造力学（山本善之ほか，成山堂書店） 

学習相談 随時。居室：ウエスト 2 号館 7 階 730 室 

 
  



25 

授業科目コード COM2231J 授業科目名 情報処理概論 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地球環境工学科必修科目・通常授業 

履修年次 ３年後期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D),(E),(H) 

担当教員 

木村  元 

092-802-3452 

kimura@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード  

履修条件 
 

詳細は Web シラバスシステムを参照。 
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  授業科目コード NAM3322J 授業科目名 船舶海洋構造力学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年秋学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (B),(D) 

担当教員 

柳原 大輔 

092-802-3456 

yanagihara@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
縦強度，横強度，捩り強度，直接

計算，波浪荷重，せん断遅れ，  

履修条件 
材料力学，船舶計算法および構造

力学の基礎知識を有すること。 

授業の概要 船舶や海洋構造物の構造強度設計に関する基本的な考え方，基礎知識について学ぶ。 

授業の目的 
船舶の基本的な構造強度である，縦曲げ強度，横強度，捩り強度を理解するとともに，船

体強度に関係した構造力学の知識を修得する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 構造設計の基本概念を知る。 

2. 船舶の構造様式を理解し，強度設計上留意すべきことを学ぶ。 

3. 船体縦強度，横強度，捩り強度を学ぶ。 

授業方法 
教科書と配布資料を用いて授業を行う。講義に加えて演習を行い，理解を深める。随時課

題を出してレポートの提出を求める。 

授業計画 

１ 
オリエンテーション（本講義の位置付

け），損傷事故からの教訓 
９ 

船体梁の曲げ強度 

（薄肉断面梁，せん断流，せん断中心） 

２ 
船舶の構造方式と特徴 

10 
船体の曲げ強度 

(船体梁の縦曲げのやや複雑な問題) 

３ 
船舶の構造強度と安全性 

11 
船体梁の捩り強度 

(一様捩りを受ける薄肉断面梁) 

４ 
船の構造設計手順 

12 
船体梁の捩り強度 

(薄肉断面梁の曲げ捩り) 

５ 船舶に作用する荷重 13 船体の横強度 

６ 船の材料とその性質 14 船体構造の破損形態 

７ 船体梁の曲げ強度(曲げ変形) 15 履修内容の理解度確認（筆記試験） 

８ 船体梁の曲げ強度(せん断変形)   

成績評価の方法 課題のレポートおよび期末テストの結果に基づき評価する。 

教科書・参考書 

教科書 

船舶海洋工学シリーズ⑥；船体構造，構造編（藤久保昌彦，成山堂書店） 

参考図書 

船体構造力学（山本善之ほか，成山堂書店） 

船体構造力学（寺沢一雄監修，海文堂） 

学習相談 随時。居室：ウエスト 2 号館 7 階 730 室 
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  授業科目コード NAM3421J 授業科目名 船舶海洋製図第一 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 3 年前期 単位 1 単位 学習・教育目標 (D),(G),(H) 

担当教員 

山口  悟 

092-802-3461 

yama@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
製図，船型設計，排水量計算，復

原力計算 

履修条件 

1. 図学，製図，船舶計算法，船舶

設計，流体力学第一等を理解して

おくこと。 

2. 船舶海洋製図第一に不合格の

者は船舶海洋製図第二の着手を認

めない。 

授業の概要 

商船の設計演習として，船種，船型，主要寸法等を適宜選択決定し，学生一人々々異なる

船を新たに設計することが課題として与えられる。船舶海洋製図第一では，主として，船

型設計を行い，船型を表わす線図の描き方，排水量，復原挺等計算法の実際の技法を修得

する。 

授業の目的 商船の設計を通して船型設計を実施する能力を修得し，線図等を作成する技法を修得する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 商船の設計方法に関する知識の修得 

2. 線図を作成する技法の修得 

3. 排水量等諸計算，復原力計算を実施する技法の修得 

授業方法 週 1 回のノート講義と中間審査(約 4 回)において質疑討論を行う。 

授業計画 

1 概略一般配置図 9  〃 

2  〃 10  〃 

3  〃 11 排水量等諸計算 

4 概略船体中央横断面図 12  〃 

5  〃 13 復原力計算 

6  〃 14  〃 

7 線図設計 15  〃 

8  〃   

成績評価の方法 
3 年前期末に最終審査を行う。成績評価は設計図面と計算書の精度の評価と，審査におけ

る質疑応答結果を総合して行う。 

教科書・参考書 

図学・製図，船舶計算法，船舶設計等の各講義における参考書の他に，船に関連する図面，

情報等が掲載されている文献は全て参考書となる。なお，設計は Lloyd's 船級協会の構造

規則のもとに行われる。 

学習相談 
講義日の 5 限に質問を受け付ける。 

ウエスト 2 号館 7 階 735 号室 

 
  



28 

  授業科目コード NAM3441J 授業科目名 機能設計工学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年春学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D),(G) 

担当教員 

篠田 岳思 

092-802-3459 

shinoda@nams.kyushu-u.ac.jp 
キーワード 

設計工学，機能解析，機能計画，

創造工学，数理モデル化，微分方

程式，統計的数量化，評価・意思

決定，管理工学  

履修条件 
特になし。なお，この授業内容を理

解するには，少なくとも 3/4 の講

義出席が必要である。 

授業の概要 
船舶，海洋機器，海洋構造物等に必要な機能を備えるための機能設計・計画に関する理論

および解析技術について講義を行う。 

授業の目的 
これらの理論と知識を修得して船舶・海洋構造の機能設計を行うための基礎について学習

する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 機能設計の要点・評価と機能解析の順序について理解する。 

2. 問題の発見と問題構造の理解，アイディアの具現化を行うため創造工学についての理

解を深める。 

3. 機能設計・計画のための数理モデル化の手法の考え方，統計的数量化，微分方程式の立

て方について理解を深める。 

4. 策定された機能設計・計画案についての評価・意思決定に関する理論および手法につ

いて理解する。船舶・海洋構造物への応用について理解する。 

5. 計画・設計の具体化のためのプロジェクトのスケジューリング管理やシステムの信頼

性について手法を理解する。 

授業方法 板書とプリントにより講義を行う。 

授業計画 

１ 機能設計工学序論：設計工学と機能解析 ７ 統計的数量化手法についての理解 

２ 
機能設計工学序論：設計の順序，規則 

８ 
機能設計・計画案についての評価・意

思決定理論の理解 

３ 
問題の発見と問題構造の理解 

９ 
プロジェクトス・ケジューリング手法

の理解 

４ 創造工学の手法 10 システム信頼性についての理解 

５ 
機能設計・計画のための数理モデル化の

手法 
11 

履修内容の理解度確認（筆記試験） 

６ 
微分方程式の立て方と解き方，船舶・海

洋構造物への応用 
 

 

成績評価の方法 
３年前期末に筆記試験により授業の理解度を試験する。成績評価は試験の得点と授業出席

状況により行う。なお，筆記試験を 80%,出席点を 20%の割合にて評価する。 

教科書・参考書 解析学，線型代数，統計学に関する参考書を各自参照のこと 

学習相談 居室：ウエスト 2 号館 7階 733 号室 
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  授業科目コード NAM3131J 授業科目名 技術者倫理 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年冬学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (B)、(C) 

担当教員 

篠田 岳思 

092-802-3459 

shinoda@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
品質保証、信頼性、安全管理/危

機管理、社会政策 

履修条件 
地球環境工学演習を受講し単位を

取得しておくこと。 

授業の概要 

技術者の役割として、公衆の安全、健康および福利を図る義務を負っていること自覚し、

専門家である誇りと謙虚さを理解する。技術の社会および自然に及ぼす影響・効果に関す

る理解力および責任など、技術者として社会に対する責任を自覚する能力を身に付ける。 

授業の目的 技術者の責任･義務･使命等の倫理についての素養を涵養する。 

授業の目標 

(到達目標) 

１．技術の健全な発展：技術の進歩は人類・社会に大きな恩恵をもたらすが、一方、戦争

やテロ、不可逆的な環境破壊等の負の面も計り知れず大きい。技術者が倫理観に立ち善悪

を判断し実行することが重要である。 

２．人類の幸福：技術者倫理の原則に「公衆の安全、健康及び福利を最優先する」義務が

あり、技術が人類の幸福につなげるには、技術者の不断の努力が不可欠である。 

３．自己防衛：技術者が事故や法違反、収賄、利益相反等に巻込まれず、技術を悪用する

被害者・加害者にならないように、自らの倫理的判断基準、行動原則を持つ必要がある。 

授業方法 
配布資料を用いて講義を行うとともに、事例をもとに、倫理的な観点からの問題点を抽出

し、どうあるべきかをグループ内でのディスカッションを通じて各自考える。 

授業計画 

１ 
講義：倫理とは何か 

９ 
講義：事故責任の法の仕組み 

事例検討６：グループ討議 

２ 
講義：技術者と倫理 

事例検討 1：グループ討議 
10 

講義：法責任とモラル責任 

事例検討７：ループ討議 

３ 
講義：組織の中の役割について 

事例検討 2：グループ討議 
11 

講義：コンプライアンスと規制法令 

グループ討議の内容の発表 

４ グループ討議の内容の発表 12 事例検討８：グループ討議 

５ 
講義：モラル上の人間関係 

事例検討 3：グループ討議 
13 

事例検討９：グループ討議 

６ 
講義：技術者のアイデンティティ 

事例検討４：グループ討議 
14 

事例検討１０：グループ討議 

７ 
講義：日本の技術士資格 

グループ討議の内容の発表 
15 

事例検討に対して、各自レポートを

作成 

８ 
講義：倫理実行の手法 

事例検討５：グループ討議 
  

成績評価の方法 グループ討議の発表、質疑応答の状況、レポートの内容に基づいて評価する。 

教科書・参考書 

参考図書 

1. 大学講義 技術者の倫理 入門第 4版（杉本泰治、高城重厚、丸善株式会社 ） 

2. 科学技術者倫理の事例と考察（日本技術士会 訳編、丸善株式会社） 

学習相談 随時、居室：ウエスト 2 号館 7 階 733 号室 



30 

  授業科目コード NAM3222J 授業科目名 船舶海洋流体力学第二 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年秋学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

担当教員 

安東  潤 

092-802-3449 

ando@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 

翼と翼列，キャビテーション，水

波の力学，各種流れの抵抗，空力

音響／水中音響 

履修条件 
船舶海洋流体力学第一を理解して

いること。 

授業の概要 
船舶海洋流体力学第一で講義した内容を，理論を重視して一歩掘り下げるとともに，新し

く水中音響の基礎について述べる。 

授業の目的 
船の抵抗に影響を及ぼすさまざまな要因，特殊船の抵抗，造波およびプロペラ理論，水中

音響学の基礎について学ぶ。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. プロペラの流体力学的なモデル化について理解する。 

2. 船が造る波のメカニズムおよびその理論的取り扱いについて理解する。 

3. 船の抵抗はどのような要因によって，どのような影響を受けるのかを理解する。 

4. 水中音響学の意義を理解し，基本的な知識を身につける。 

授業方法 配布資料を用いた講義形式とする。 

授業計画 

１ 
プロペラ理論（運動量理論，翼素理論，

循環理論） 
８ 

船体形状と船体抵抗 

２ 
プロペラ理論（揚力面理論，揚力体理

論） 
９ 

制限水路における船の抵抗 

３ キャビテーション (2 回) 10 特殊船の抵抗 

４ プロペラの強度 11 速力試運転 

５ プロペラ設計法 12 水中音響学の基礎 (2 回) 

６ 
造波抵抗理論（船がつくる波の性質と

線形造波抵抗理論） 
13 

期末試験 

７ 
造波抵抗理論（定常造波問題における

数値解法） 
 

 

成績評価の方法 講義に 2/3 以上出席した者に対して期末試験を実施し，期末試験の評点を成績とする。 

教科書・参考書 独自に作成した資料を配布する。 

学習相談 

講義日の 17 時から 19 時までをオフィスアワーとする。それ以外も出来るだけ対応するが，

居室に不在の場合もあるので，事前に在室かどうか問い合わせることが望ましい。 

居室：ウエスト 2 号館 6階 631 号室 

 
  



31 

  授業科目コード NAM3241J 授業科目名 運動制御工学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年冬学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (B),(D),(F) 

担当教員 

古川 芳孝 

092-802-3448 

furukawa@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 

剛体の力学，浮体／揚力体の力

学，航行安定性，運動試験法，特

性方程式，安定性 

履修条件 
数学，力学，流体力学，自動制御工

学を理解しておくこと。 

授業の概要 

船舶や海洋構造物の所用の目的の為に，航行又は停止などの運動をするには，航行体に働

く流体力とその運動を制御する方法に関する知識が必要である。この授業では航行体に作

用する流体力の推定法および運動の制御方法について学習する。 

授業の目的 浮体の運動および制御応答に関する基礎知識を与える。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 浮体の運動方程式の基礎を理解する。 

2. 浮体の運動の安定性を理解する。 

3. 浮体の運動の制御応答について理解する。 

4. 浮体に作用する流体力の特性について理解する。 

5. 外的な環境変化が浮体の運動に及ぼす影響について理解する。 

授業方法 独自に作成したノートを中心として，他に配布するプリントを基に講義する。 

授業計画 

１ 
船の操縦性能の基本事項 

船の操縦運動方程式(1) 
９ 

旋回運動(2) 

２ 船の操縦運動方程式(2) 10 操縦性能と操縦運動の応答モデル(1) 

３ 船舶に作用する流体力の表現方法(1) 11 操縦性能と操縦運動の応答モデル(2) 

４ 船舶に作用する流体力の表現方法(2) 12 舵(1) 

５ 船体に作用する流体力の推定(1) 13 舵(2) 

６ 船体に作用する流体力の推定(2) 14 停船運動(1) 

７ 船体に作用する流体力の推定(3) 15 停船運動(2) 

８ 旋回運動(1)   

成績評価の方法 
３年後期の期末に筆記試験により授業の理解度を試験する。成績評価は試験の得点，演習，

レポート，授業出席状況を総合して行う。 

教科書・参考書 
1. 配布プリント 

2. 参考図書: 船体と海洋構造物の運動学 (元良誠三 監修，成山堂) 

学習相談 講義日の 5 限（16:40-18:10）に質問を受けつける。居室：ｳｴｽﾄ 2 号館 6階 630 号室 
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  授業科目コード NAM3331J 授業科目名 船舶海洋振動学第一 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年秋学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D),(F) 

担当教員 

安澤 幸隆 

092-802-3455 

yasuzawa@nams.kyushu-u.ac.jp 
キーワード 

振動，共振，固有振動数，固有モ

ード，減衰，周波数応答、振動モ

ード，モードの直交性，振動計

測，モーダルパラメータ 

履修条件 
力学，材料力学，および数学（微分

方程式）の基礎知識を有すること。 

授業の概要 構造物の振動の基礎理論を学び，振動計測の原理および簡単な振動解析法を修得する。 

授業の目的 構造物の振動理論を理解し，振動解析を行うための基礎を学ぶ。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. １自由度系の振動特性とパラメータの特徴を知る。 

2. ２自由度系の振動問題を考え，固有モードの概念を学ぶ。 

3. 多自由度系の振動問題を考え，モーダル解析の理論を学ぶ。 

4. 棒，弦，およびはりの振動論を学ぶ。 

授業方法 教科書を用いて授業を行う。毎回課題を出してレポートの提出を求める。 

授業計画 

１ 
オリエンテーション, 構造物の振動

とは 
８ 

２自由度系の自由振動問題, 固有モー

ドと直交性 

２ 
減衰の無い１自由度系の自由振動問

題 
9 

２自由度系の強制振動問題, モーダル

解析とマスダンパの最適防振設計 

３ 
１自由度系の自由振動問題, 対数減

衰と減衰比 
10 

多自由度系の自由振動、固有振動数とモ

ード、モードの直交性 

４ 
減衰の無い１自由度系の調和強制振

動問題 
11 

多自由度系の強制振動、モーダル解析 

５ 
減衰のある１自由度系の調和強制振

動問題, 応答倍率と位相差 
12 

はりの自由曲げ振動, 振動数方程式と

振動モード形。はりのモードの直交性 

６ 

任意起振力に対する応答の求め方（イ

ンパルス応答，数値積分、フーリエ変

換） 

13 

振動の計測方法、インパクト加振法 

７ 小テスト 14 期末テスト 

成績評価の方法 
課題のレポート(10%)，中間テスト（20%），および期末テストの結果（70%）に基づいて評

価する。 

教科書・参考書 （教科書）藤田勝久，振動工学、森北出版 

学習相談 講義日の午後５時から６時まで。居室:ウエスト 2 号館 7 階 729 号室 
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  授業科目コード NAM3341J 授業科目名 材料強度学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 3 年秋学期 単位 2 単位 学習・教育目標 (B),(C),(D),(E) 

担当教員 

後藤 浩二 

092-802-3457 

gotoh@nams.kyushu-u.ac.jp 
キーワード 

弾性と塑性，材料の強度と許容応

力，応力集中，真応力と真ひず

み，損傷許容，転位，破壊力学，

疲労，非破壊検査 

履修条件 
材料力学，弾性力学，数学，材料加

工学を理解しておくこと． 

授業の概要 船殻構造の局部強度評価法，破壊防止設計に関する基礎理論． 

授業の目的 船殻構造で生じる疲労・破壊強度の評価に必要な理論及び防止手法の基礎を学習する． 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 溶接残留応力，溶接変形の生成メカニズムを理解する． 

2. 溶接構造物の疲労強度評価手法を理解する． 

3. 破壊力学の基礎概念と工学的な応用手法を理解する． 

4. 破面の特徴と破壊形態の関係を理解する． 

5. 船体用材料に関する基礎知識を修得する． 

授業方法 

指定テキスト（一部は資料配布）を講義する．ポイントを絞り講義するので，各人で十分

に予習・復習を行うこと．毎回（1）講義の理解に必要な数学・材料力学等（個人演習）及

び（2）各回の講義内容に関するグループ演習を実施する． 

授業計画 

1 講義ガイダンス 5 

破壊力学入門 

 線形破壊力学の基礎理論 

 破壊力学の工学的応用 

2 船体材料とその特性 6 破面観察 

3 溶接残留応力と溶接変形 7 
損傷事故を題材とした原因解明のため

のグループ討議（演習） 

4 

疲労破壊 

 S-N 曲線に基づく疲労設計法 

 疲労強度への影響因子 

 疲労強度改善法 

 溶接構造物の疲労設計手法 

8 定期試験 

成績評価の方法 

定期試験 50%，演習 50%とする総合評価． 

出席数が講義実施回数の 2/3 に満たない場合は定期試験の受験を認めない．（単位が必要な

場合は翌年度に再履修すること．出席は講義時の演習提出等で確認する．） 

教科書・参考書 

教科書：船体構造 強度編（藤久保昌彦他，成山堂書店，ISBN:978-4-425-71491-9） 

参考図書：多数の参考図書があるので，講義の際に随時紹介する． 

講義時に使用した Powerpoint スライドを九州大学 M2B 学習支援システム（moodle）から

ダウンロード可能． 

情報サイト：日本溶接協会溶接情報センター（http://www-it.jwes.or.jp/index.jsp#page=p1） 

学習相談 

講義終了後に講義室で質問を受け付けるが，できるだけ講義時間内に積極的に質問するこ

と．講義終了後以外に質問を希望する場合は，事前に E-mail にてアポイントを取ること． 

居室：ウエスト 2 号館 7 階 731 号室． 
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  授業科目コード NAM3422J 授業科目名 船舶海洋製図第二 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 3 年後期 単位 2 単位 学習・教育目標 (D),(G),(H) 

担当教員 

山口  悟 

092-802-3461 

yama@nams.kyushu-u.ac.jp 

山口 賢二 

キーワード 
製図，一般配置図，船体中央横断

面図，海洋構造物 

履修条件 

1. 図学，製図，船舶計算法，船舶

設計，材料力学，構造力学，船舶海

洋構造力学等を理解しておくこ

と。 

2. 船舶海洋製図第一に不合格の

者は船舶海洋製図第二の着手を認

めない。 

授業の概要 

船舶海洋製図第一で各学生が設計した船について，一般配置図と船体中央横断面図を作成

する。容積図を作りトリム計算を行って配置計画を検討するとともに，強度計算を実施し

て構造設計の実際の技法を修得する。また，船と構造システムが異なる海洋構造物構造図

を模写し，その機能についての知識を深める。 

授業の目的 
船舶の一般配置図と船体中央横断面図を作成し，強度計算を実施する技法を修得する。海

洋構造物に関する知識を修得する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 一般配置図と船体中央断面図を作成する技法の修得 

2. 強度計算法の修得 

3. 海洋構造物に関する知識の修得 

授業方法 
週 1 回のノート講義と中間審査 (約 4 回) において質疑討論を行う。海洋構造物について

は，2 回の集中講義を行う。 

授業計画 

1 一般配置図作成 9 縦強度計算 

2   〃 10   〃 

3   〃 11 横強度計算 

4   〃 12   〃 

5 船体中央横断面図作成 13 海洋構造物構造図模写 

6   〃 14   〃 

7   〃 15   〃 

8   〃   

成績評価の方法 

3 年後期末に最終審査が行われる。成績評価は設計図面と計算書の精度の評価と，審査に

おける質疑応答結果を総合して行われ，最終審査に合格して単位が認定される。原則とし

て３年後期末以降の審査は行われないので，不合格の者は再履修する必要がある。 

教科書・参考書 
船に関連する図面，情報等が掲載されている文献は全て参考書となる。なお，設計は 

Lloyd's 船級協会の構造規則のもとに行われる。 

学習相談 
講義日の 5 限に質問を受け付ける。 

ウエスト 2 号館 7 階 735 号室 
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  授業科目コード NAM3431J 授業科目名 システム設計工学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年冬学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D),(G) 

担当教員 

木村  元 

092-802-3452 

kimura@nams.kyushu-u.ac.jp 
キーワード 

システム工学，モデル化，最適

化，回帰，ロバスト推定，マルコ

フ決定過程，シミュレーション，

関数近似，遺伝的アルゴリズム 

履修条件 
線形代数，微分積分学の基礎を学

んでいること。 

授業の概要 

システム設計は，問題を正しく捉えてうまく表現する「モデル化」のステップと，そのモ

デルを用いて何らかの評価指標の意味で最も好ましい設計パラメータを見つける「最適化」

のステップより構成される。扱うシステムは機械・物流・通信・人工知能またはそれらの

組合せなど多種多様だが，どのような設計問題でもモデル化と最適化を適切に行うことに

より同様に扱うことが可能である。本講義では，特にコンピュータを利用して多様な設計

問題の問題解決を行う方法論を習得する。 

授業の目的 システムのモデル化および最適化の基礎知識を与える。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 数値最適化の枠組みと数値最適化アルゴリズムの基礎を理解する 

2. 組合せ最適化の枠組みと組合せ最適化アルゴリズムの基礎を理解する 

3. 多目的最適化の枠組みと多目的最適化アルゴリズムの基礎を理解する 

4. 確率システムのモデル化と最適化を理解する 

5. 回帰による推定の基礎を理解する 

授業方法 プリントを中心に授業を行う。毎回，課題を示し，レポートの提出を求める。 

授業計画 

１ 
授業概要説明 

システム設計とは？ 
９ 

多目的最適化 

多目的遺伝的アルゴリズム 

２ 
単純回帰・多重回帰・ロバスト推定 

多項式近似 
10 

マルコフ過程(1)：状態遷移行列と極限

分布 

３ 
計算幾何学（ボロノイ分割・ドロネー

分割など） 
11 

マルコフ過程(2)：吸収マルコフ過程 

４ 
非線形連続関数の最適化 

（２分探索・勾配法） 
12 

マルコフ過程(3)：割引報酬・コスト評価 

５ 
非線形連続関数の最適化（ランダムサ

ーチ・ＳＡ・滑降シンプレックス法） 
13 

データからのマルコフモデル構築（最尤

推定） 

６ 
非線形連続関数の最適化（遺伝的アル

ゴリズム） 
14 

マルコフ決定過程（ＭＤＰ） 

７ 
制約条件付き問題の最適化（線形計画

法） 
15 

マルコフ決定過程の最適性原理とダイ

ナミックプログラミングによる解法 

８ 組合せ最適化（分枝限定法など）   

成績評価の方法 毎回の演習および数回のレポートと期末試験の結果に基づいて行う。 

教科書・参考書 
1. 森村英典，高橋幸雄：マルコフ解析，日科技連，1979，2. 須賀雅夫：システム工学，

コロナ社，1981，3. 長尾智晴：最適化アルゴリズム，昭晃堂，2000 

学習相談 講義日の１７時から１９時までをオフィスアワーとする。居室:ｳｴｽﾄ 2 号館 6階 634 号室 
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  授業科目コード NAM3442J 授業科目名 環境設計工学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ３年冬学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (B),(D),(G) 

担当教員 

篠田 岳思 

092-802-3459 

shinoda@nams.kyushu-u.ac.jp 
キーワード 

システムライフサイクル，環境ア

セスメント，フィジビリティ・ス

タディ，快適要因，視環境，聴覚

環境，温熱環境，安全計画，リス

ク評価，火災安全・避難，地球環

境汚染，環境保全 

履修条件 

特になし。なお，この授業内容を理

解するには，少なくとも 3/4 の講

義出席が必要である。 

授業の概要 
クルーズ客船や海洋空間利用の浮体構造はその居住空間の快適さや安全性，海洋保全性な

どが要求される。これらの機能を設計するための条件・理論・思考法や知識について学ぶ。 

授業の目的 快適，安全，環境保全に関する機能を設計するための考え方や知識について学ぶ。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 環境システムの計画について理解する 

2. 快適環境について理解する 

3. 環境安全について理解する 

4. 環境保全について理解する 

授業方法 板書とプリントにより講義を行う。環境保全に関する調査・発表を通じて理解度を増す。 

授業計画 

１ 
環境システムの計画：環境設計の目的，

計画の順序 
９ 

環境安全：危険と修復，リスク評価 

２ 
環境システムの計画：システムのライフ

サイクル 
10 

環境安全：火災安全 

３ 
環境システムの計画：環境アセスメント，

フィジビリティ・スタディ 
11 

環境安全：避難計画 

４ 快適環境：快適さの要因 12 環境保全：地球環境汚染と保全 

５ 快適環境：視環境 13 環境保全：地球環境問題に関する調査 

６ 快適環境：聴覚環境，振動と感覚 14 環境保全：調査内容の発表 

７ 快適環境：温熱環境 15 履修内容の理解度確認：筆記試験 

８ 環境安全：災害要因と安全計画   

成績評価の方法 
３年前期末に筆記試験により授業の理解度を試験する。成績評価は試験の得点と授業出席

状況により行う。なお，筆記試験を 80%，出席点を 20%の割合にて評価する。 

教科書・参考書 
環境心理，建築設備，環境物理に関する参考書を各自参照のこと。特に興味のあるものを

読めば良い。 

学習相談 ウエスト 2 号館 7 階 733 号室 
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  授業科目コード NAM4151J 授業科目名 船舶海洋システム工学実験 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内必修）・通常授業 

履修年次 ４年前期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D),(E),(F),(H),(I) 

担当教員 

安東  潤 092-802-3449 

ando@nams.kyushu-u.ac.jp 

安澤 幸隆 092-802-3455 

yasuzawa@nams.kyushu-u.ac.jp 

田中 太氏 092-802-3458 

tanaka@nams.kyushu-u.ac.jp 

古川 芳孝 092-802-3448 

furukawa@nams.kyushu-u.ac.jp 

後藤 浩二 092-802-3457 

gotoh@nams.kyushu-u.ac.jp 

木村  元 092-802-3452 

kimura@nams.kyushu-u.ac.jp 

篠田 岳思 092-802-3459 

shinoda@nams.kyushu-u.ac.jp 

柳原 大輔 092-802-3456 

yanagihara@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワー

ド 

応力～ひずみ関係，騒音，光量，座屈

荷重，固有振動数，振動モード，摩擦

抵抗，造波抵抗，横揺抵抗，復原力 

履修条件 

1. 材料力学，弾性力学第一，材料加工

学，環境設計工学，船舶海洋振動学，

船舶海洋流体力学，船舶運動論の単

位を取得していることが望ましい。 

2. やむを得ない事情で欠席する場合

は，担当教員に申し出て指示を仰ぐ

こと。 

授業の概要 

技術者は，研究などにおいて理論の検証や現象の把握をするためにしばしば実験を行う。

この実験は，以下に示す個別の題材についての実験を行うことで，実現象を体感すると共

に，報告書の取り纏め能力を身につける事を目的とする。 

授業の目的 
実験手法，報告書取り纏めに関する能力を修得すると共に，実験を通じて実現象を体感す

る。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 材料の力学的特性(機械的性質)の測定法を学ぶ。 

2. 構造要素の静的及び動的力学特性の測定法を学ぶ。 

3. 種々の環境問題を検討する際に必要となる諸量の測定法を学ぶ。 

4. 模型船の抵抗推定実験法及びこの結果から実船の抵抗を推定する手法を学ぶ。 

5. 船舶動揺特性の測定法を学ぶ。 

授業方法 
5 名程度に班分けし，班毎に異なる実験を交代で行う。実験時には TA 等がサポートをする

場合もあります。 

授業計画 

１ 
実験に関する諸注意，レポートのまと

め方 
５ 

インパクト加振法による振動特性の計

測 

２ 丸棒引張試験 ６ 船体抵抗実験 

３ 環境計測実験 ７ 船舶動揺実験 

４ 梁の曲げ捩り試験 ８ システム制御実験 

成績評価の方法 
全ての実験に参加し，かつレポートを提出すること。成績評価は実験への参加態度やレポ

ートの内容を総合的に考慮して行う。 

教科書・参考書 
教科書：第一回の講義時に資料を配付する。 

参考図書：それぞれの実験の時に随時紹介する。 

学習相談 
実験時及び終了後に実験室または教員室で質問を受け付けます。担当教員の居室について

は実験時に確認して下さい。 
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授業科目コード NAM3111J 授業科目名 工学基礎力学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・通常授業 

履修年次 3 年春学期 単位 2 単位 学習・教育目標 (D) 

担当教員 

田中 太氏 

tel:092-802-3458 

tanaka@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 力学、解析力学 

履修条件 

力学、解析力学の基礎を理解して

おくこと。 

力学 I を履修しておくこと。 

授業の概要 工学的問題など実際の問題を通して、ニュートン力学、解析力学への理解を深める。 

授業の目的 ニュートン力学と解析力学の基礎知識と応用能力の涵養 

授業の目標 

(到達目標) 
ニュートン力学と解析力学の工学的問題への応用力の習得 

授業方法 板書による講義および配布するプリントによる演習を主とする。 

授業計画 

1 ニュートンの運動方程式 6 ニュートン力学と解析力学 

2 

運動エネルギーと仕事 

ポテンシャルエネルギーとエネルギー

保存 

7 ラグランジュ形式の基礎 

3 質点系、衝突 8 ハミルトン形式の基礎 

4 回転 9 力学問題への適用 

5 転がり、トルク、角運動量 10 振動問題への適用 

成績評価の方法 
期間中および期末に筆記試験により授業の理解度を試験する。成績評価は試験の得点，授業

中の演習，レポート，授業出席状況を総合して行う。 

教科書・参考書 適宜紹介する。 

学習相談 

講義や演習の質問、相談などに随時応じる。 

居室：ウエスト 2 号館 7階 732 号室 

Tel: 092-802-3458 

Email: tanaka@nams.kyushu-u.ac.jp 
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  授業科目コード NAM4331J 授業科目名 船舶海洋振動学第二 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・通常授業 

履修年次 3 年冬学期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D),(F) 

担当教員 

安澤 幸隆 

092-802-3455 

yasuzawa@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 

船体振動，振動推定法，防振設

計，共振回避，船体振動計測，接

水振動，付加水質量効果 

履修条件 
船舶海洋振動学第一を修得済みで

あること。 

授業の概要 構造物の振動の基礎理論を学び，振動計測の原理および簡単な振動解析法を修得する。 

授業の目的 
大型船舶や海洋構造物の振動論を学び，その防振設計法，振動解析法と振動計測法を修得

する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 船体の振動の種類を学ぶ。 

2. 船体振動の起振力と起振源について学ぶ。 

3. 船体節振動の特徴と振動推定法。 

4. 船体上部構造の振動推定法と防振設計について学ぶ。 

5. 船舶の局部振動について学ぶ。 

授業方法 教科書およびプリントを用いて授業を行う。毎回課題を出してレポートの提出を求める。 

授業計画 

１ 
オリエンテーション, 大型船体構造

の振動とは 
９ 

船体振動の起振力２（プロペラ起振力） 

２ 
船体の縦曲げ振動と Timoshenko はり

理論 
10 

平板および防撓板の振動 

３ 
縦曲げ振動におけるせん断変形，回転

慣性，および付加水質量 
11 

平板および防撓板の接水振動 

４ 

縦曲げ振動の固有振動数各種簡易推

定法 12 

防振設計と振動対策法, マスダンパ, 

タンク構造の呼吸モード, 振動トラブ

ル事例 

５ 縦曲げ振動の有限要素法解析法 13 減衰の取り扱いと振動応答推定 

６ 
縦曲げ振動の防振設計の考え方と設

計フロー 
14 

船体振動計測法 

７ 

上部構造の振動, ロッキング振動，曲

げ振動，およびせん断振動, ダンカレ

ーの式 

15 

確認テスト 

８ 船体振動の起振力１（主機起振力）   

成績評価の方法 
課題のレポート(20％)，中間テスト（20％），および期末テスト（60％）の結果に基づいて

評価する。 

教科書・参考書 
（教科書）藤田勝久、振動工学、森北出版 

（参考書）日本海事協会，船舶振動設計指針 

学習相談 講義日の午後５時から６時まで。居室:ウエスト 2 号館 7 階 729 号室 
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  授業科目コード NAM4451J 授業科目名 工業マネージメント 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・通常授業 

履修年次 ４年春学期 単位 ２単位 
学習・教育目標 (A),(B),(C),(D), 

(G),(I) 

担当教員 

篠田 岳思 

092-802-3459 

shinoda@nams.kyushu-u.ac.jp 
キーワード 

生産計画，工程管理，品質管理，

行動科学，評価・意思決定，ライ

フサイクル・エンジニアリング，

リスクマネージメント 

履修条件 

統計学と線形代数の基礎と表計算

の扱い方を学んでいることが望ま

しい。 

授業の概要 

現代の工業マネージメントは激しく変化する経営環境に対して，創造的に適応していくダ

イナミズムが求められている。ここでは，工業マネージメントに関するいくつかの手法を

学習して，課題演習に取り組みながら，物と生産に関わる人間活動が相互に関連しあう工

業マネージメントの意義と思想への理解を深める。 

授業の目的 
工業マネージメントに関連する手法を学習して工業マネージメントの意義と思想を理解す

ること。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 産業と企業活動の歴史展開を理解し，工業経営の意義と思想を理解すること。 

2. 品質分析の方法を学習して品質管理，設計・開発管理への展開性を理解すること 

3. 工業マネージメントの各手法を学習して課題演習に取り組み理解を深めること。 

授業方法 
配布するプリントを用いて講義を行う。また，課題演習に取り組み発表を行い，工業マネ

ージメントの理解を深める。 

授業計画 

１ 
産業と企業活動：産業の歴史的展開，

工業経営の歴史的展開 
９ 

生産計画と工程管理 

２ テーラーシステムと科学的経営管理 10 品質分析，品質管理，品質保証 

３ フォードシステムと標準化 11 情報・数理モデルによる問題解決： 

４ 
日本の産業構造 

11 
発想法，定量化と数理手法，評価・意思

決定，オペレーションズ・リサーチ 

５ 組織：経営組織における人間問題 13 工業会計，財務会計 

６ 
行動科学と人事管理 

14 
戦略・法規制：開発管理とマーケティン

グ 

７ 
人間工学の応用 

15 
ライフサイクルエンジニアリングとラ

イフサイクルコスト 

８ 生産：生産活動の標準化   

成績評価の方法 
４年前期の期末に筆記試験により授業の理解度を試験する。成績評価は試験の得点，授業

出席状況を総合して行う。 

教科書・参考書 講義中に適宜紹介する。 

学習相談 
講義や演習の質問，プログラム相談などに随時応じる。 

居室：ウエスト 2 号館 7階 733 号室 
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  授業科目コード NAM4511J 授業科目名 海洋環境情報学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・通常授業 

履修年次 3 年夏学期 単位 2 単位 学習・教育目標 (A),(D) 

担当教員 

山口  悟 

092-802-3461 

yama@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
確率・統計，海洋波，データ解

析，航法・誘導 

履修条件 
流体力学第一，第二を理解してお

くこと。 

授業の概要 

船舶や海洋開発機器は海洋という厳しい自然環境の中で作動するために，その計画・設計・

開発のためには，海洋の物理的メカニズムの知識が必要となる。この授業では，海洋の物

理的メカニズムを理解するための基礎となる，海洋流体力学，確率過程論，衛星情報の利

用技術等について学習する。 

授業の目的 船舶・海洋工学で必要となる海洋の物理的メカニズムに関する知識を修得する。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 海洋流体力学の修得 

2. 海洋に関する確率過程論の修得 

3. 衛星情報利用技術の修得 

授業方法 毎回配布するプリントを中心に授業を行う。毎回の授業の最後には簡単な演習を行う。 

授業計画 

1 海洋環境と工学 9 海洋波動(2) 

2 確率過程と予測理論(1) 10 海流・潮流(1) 

3 確率過程と予測理論(2) 11 海流・潮流(2) 

4 確率過程と予測理論(3) 11 海氷 

5 確率過程と予測理論(4) 13 海洋気象衛星の情報利用(1) 

6 海上風(1) 14 海洋気象衛星の情報利用(2) 

7 海上風(2) 15 海洋気象衛星の情報利用(3) 

8 海洋波動(1)   

成績評価の方法 
4 年前期の期末に筆記試験により授業の理解度を試験する。成績評価は試験の得点，授業

における質疑応答状況を総合して行う。 

教科書・参考書 

1. 不規則現象論 (山内保文，海文堂) 

2. 地球流体力学入門 (木村竜治，東京大学出版会) 

3. The Marine Environment and Structural Design (J.Gaythwaite, Van Nostrand 

Reinhold) 他 

学習相談 
講義日の 5 限に質問を受け付ける。 

ウエスト 2 号館 7 階 735 号室 
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  授業科目コード NAM4711J 授業科目名 計算工学演習第二 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・通常授業 

履修年次 ４年春学期 単位 １単位 学習・教育目標 (D),(E),(H) 

担当教員 

船舶海洋システム工学コース 

各教員 
キーワード 

数値計算，Fortran 75/90/95, C, 

C++, MATLAB, Python 

履修条件 卒業研究に着手していること。 

授業の概要 プログラム言語を学習し，簡単な数値計算プログラムを作成する。 

授業の目的 

目的に応じた数値計算プログラムを作成できるようになる。なお，研究内容等により必要

となる言語が異なるため，複数のプログラム言語に関するコースを併設して演習を行う。

受講者は複数の言語の演習に参加できるよう，時間割等の配慮をする。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. Fortran 77/90/95 によるプログラミングが可能となる。  

2. C, C++ によるプログラミングが可能となる。  

3. MATLAB, Python によるプログラミングが可能となる。 

授業方法 配付資料に基づく演習。数値計算演習は情報基盤センター講義室や各研究室で実施する。 

授業計画 

１ 簡単なプログラム (1) ６ 配列 (2) 

２ プログラムの基本構成 (1) ７ 文字列とファイル入出力 (1) 

３ 流れの制御 (2) ８ 副プログラムとサブルーチン (2) 

４ データの型と書式 (2) ９ 構造型，ポインタ，モジュール等 (3) 

５ 繰り返し (2) 10 配列 (2) 

成績評価の方法 レポート，演習時の課題，演習状況等を総合して判断する。 

教科書・参考書 

教科書：各言語毎に，事前の掲示などの手段で別途指定する。 

参考書：この講義に関連する参考書は多数あるので，講義時間中に適宜紹介します。 

その他：講義資料をダウンロード出来るようにホームページを準備します。 

学習相談 
各担当教員に随時申し出ること。演習終了時などに事前にアポイントを取ることが望まし

い。居室や連絡先は演習前後に直接確認を取ること。 
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  授業科目コード NAM4712J 授業科目名 構造解析演習 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・通常授業 

履修年次 
４年春学期 単位 １単位 学習・教育目

標 

(D),(E),(H) 

担当教員 

柳原 大輔 

092-802-3456 

yanagihara@nams.kyushu-u.ac.jp 

キーワード 
数値計算，材料の強度と許容応

力，構造解析，有限要素法，強

度評価 

履修条件 

原則として，計算工学演習第一，

材料力学，弾性力学第一，構造力

学，船舶海洋構造力学，船舶海洋

振動学第一の単位を修得してい

ること。 

授業の概要 

材料力学，構造力学，振動学などに関連する実問題を解くための手法である有限要素法に

ついて，講義および例題解析を通じて理解を深めると共に，数値シミュレーションの基礎

を学ぶ事を目的とする． 

授業の目的 FEM を用いた数値構造解析の基礎を学び，実際に経験する． 

授業の目標 

（到達目標） 

1.数値構造解析で正しい結果を得るために知っておくべき事柄に関する知識を習得する。 

2.有限要素解析ソフトを利用できる素養を身につける． 

3.問題解決のために，数値シミュレーションを利用できるための素養を身につける． 

授業方法 

配付資料による講義と演習。 

演習 3 は集中講義形式で行う。クラスを 2 つに分け，別々の日程で実施し，それぞれ TA が

3 名程度がついて指導する。 

授業計画 

1 
ガイダンス 

マトリックス構造解析(棒要素) 
8 

有限要素法を用いた解析手順の説明 

2 
マトリックス構造解析(梁要素) 

9 
汎用 FEM 解析ソフトの使用方法，プ

リポストプロセッサの使い方の説明 

3 

有限要素法の解析理論（仮想仕事の

原理，最小ポテンシャルエネルギの

原理） 
10 

FEM 演習 3：汎用 FEM 解析ソフトを用

いた解析演習（演習進捗状況に合わせ，

有限要素法解析の留意点と計算結果の

評価方法について随時講義） 

4 
FEM 演習 1；骨組み解析ソフトを用い

た解析演習（梁の計算） 
11 

FEM 演習 3：汎用 FEM 解析ソフトを用

いた解析演習 

5 
FEM 演習 1；骨組み解析ソフトを用い

た解析演習（計算書の作成） 
12 

FEM 演習 3：汎用 FEM 解析ソフトを用

いた解析演習 

6 
FEM 演習 2；骨組み解析ソフトを用い

た解析演習（船体横強度計算） 
13 

FEM 演習 3：汎用 FEM 解析ソフトを用

いた解析演習 

7 
FEM 演習 2；骨組み解析ソフトを用い

た解析演習（船体横強度計算） 
14 

FEM 演習 3：汎用 FEM 解析ソフトを用

いた解析演習 

成績評価の方法 各解析演習のレポートで評価する。 

教科書・参考書 
テキストはプリントを配布する。 

参考図書；造船設計技術者のための有限要素法(関西造船協会 KSSG 委員会) 

学習相談 随時。居室: ウエスト 2 号館 7 階 730 号室 
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授業科目コード ZEV4911J 授業科目名 地球環境工学卒業研究 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地球環境工学科必修科目・通常授業 

履修年次 ４年通年 単位 ２単位 学習・教育目標 
(A),(B),(C),(D),(E), 

(F),(G),(H),(I) 

担当教員 

船舶海洋システム工学コース 

各教員 キーワー

ド 

システム計画学，船舶海洋流体工学，船

舶海洋運動制御工学，機能システム工

学，構造システム工学，生産システム工

学，船舶設計・海洋環境情報学 

履修条件 

卒業までに修得すべき専攻教育科目の総

単位の約 75%以上を第３年度の後期試験

終了時までに修得していること。履修許

可者は第４年度の４月初旬に発表する。 

授業の概要 

船舶海洋工学及びこれに関連する諸分野について各教員が研究テーマを提示するので，履修

者が適宜選択し，担当教員の指導の下で研究を行い，報告書を取り纏め，プレゼンテーショ

ンを行う。なお，履修者が自ら研究テーマを提案することもできる(この場合は最初に，担当

教員に相談のこと)。 

授業の目的 
未解決問題に対するアプローチの方法を理解し，他人に対して結果を説明し，議論を行える

素養を養う。 

授業の目標 

(到達目標) 

1. 船舶海洋工学とこれに関連する諸分野の研究動向を把握する。 

2. 個別の課題が有する問題点を的確に理解できる。 

3. 科学的に妥当と認められる手法で，個別の問題に対する結論を導く事ができる。 

4. 研究成果を当該分野に関する基礎知識を有する他人が読んでも理解できるように，レポ

ートに取り纏めることが出来る。 

5. -自筆の報告書をもとにプレゼンテーションを行い，質疑応答に対して的確に回答できる。 

授業方法 
第４年度の４月に所属研究室を決定し，各教員から直接研究指導を受けて卒業論文を取り纏

める。また，口頭試問時におけるプレゼンテーション手法についても直接指導を受ける。 

授業計画 

１ 研究題目選定 ４ 報告書(論文)執筆 

２ 文献調査 ５ プレゼンテーション手法 

３ 実験，解析   

成績評価の方法 
日常における卒業研究の取り組み方や卒業論文の内容，および口頭試問時の状況等により総

合的に判断する 

教科書・参考書 指導教員が適宜指示する。 

学習相談 各指導教員が随時受け付ける。居室は指導教員に確認のこと。 
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以下の集中講義については，講義前にシラバスを提示する。 
 

  授業科目コード NAM4141J 授業科目名 船舶海洋システム工学特別講義一 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・集中授業 

履修年次 ４年春学期 単位 １単位 学習・教育目標 
(A),(B),(C), 

(D),(G),(I) 

担当教員 非常勤講師 
キーワード  

履修条件  

 
 

  授業科目コード NAM4142J 授業科目名 船舶海洋システム工学特別講義二 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・集中授業 

履修年次 ４年夏学期 単位 １単位 学習・教育目標 
(A),(B),(C), 

(D),(G),(I) 

担当教員 非常勤講師 
キーワード  

履修条件  

 
 

  授業科目コード NAM4143J 授業科目名 船舶海洋システム工学特別講義三 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地環・船海（コース内選択）・集中授業 

履修年次 ４年冬学期 単位 １単位 学習・教育目標 
(A),(B),(C), 

(D),(G),(I) 

担当教員 非常勤講師 
キーワード  

履修条件  

 



Ⅳ．各学部・学科の履修細目

― 69 ―



※１ 表中に記載されている科目以外にも開講される科目があるので，87ページ以降の「基幹教育科目開講一覧」を参照すること。

※２ 第１・第２外国語の履修の詳細については102ページ以降を参照すること。

※３ 高年次基幹教育科目は２年次以降に２単位以上修得すること。

※４ 船舶海洋システム工学コースでは，「空間表現実習Ⅰ(2)」を必修とする。

※５ ２年次以降において他学部・他学科の専攻教育科目を修得した場合は，「その他」の単位に含めることができる。

※６ 総合科目，高年次基幹教育科目は，履修要項146ページ以降及びシラバスで授業概要等を確認し，履修計画を立てること。

工

学

部

地

球

環

境
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